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論 文 題 目
Bi系複合酸化物光触媒の作製と評価
 要　　旨
　地球温暖化や、資源の枯渇など、地球環境の悪化が叫ばれている。その現状の中、太陽光の光エ
ネルギーを用い、有機物を分解する光触媒が注目されている。
　しかしながら、酸化チタンのバンドギャップは 3.2[eV]と大きいため４００ｎｍより短い波長の紫外光に
対しては極めて高い光触媒活性を示すことが知られている。しかし、４００ nm より長波長側の可視光
領域の光に対して活性を示すことはなかった。光触媒活性の光源となる太陽光や蛍光灯に含まれて
いる紫外線の量は、可視光の約４～１０％しかない。自然光の大部分は可視光で占められており、従
来の酸化チタンを光触媒として使用する場合、自然光の光スペクトルの大部分を占める可視光領域
の部分は、全く利用されることがないままに無駄になる。それによって、光の利用効率は極端に低く、
蛍光灯などの室内においては光触媒技術・材料がほとんど利用されていない。よって、光の絶対量
が少ない室内空間においても機能する可視光応答型の光触媒材料の開発が期待されている。この
ような状況から、近年、可視光領域の波長に対しても活性を示す各種光触媒が提案され、開発され
ている。
　本研究では、Bi系の複合酸化物光触媒を作成し、可視光応答を目指した。本研究室の先行研究
で In系の複合酸化物の作製に成功しているが、合成温度が 1200℃程度と高く、合成が難しいという
問題点があった。そこで今回、同じく固相反応法を用い、In系に比べて低温、大気下で複合酸化物
光触媒の合成を行った。また、不純物準位を形成することで、可視光での更なる高活性化を目指し、
BaBi2O4にK2CO3,Na2CO3試を混合し、同様に固相反応法で試料を作製した。各試料料はXRDで
同定分析、XPSで定量分析を行った。光触媒活性評価として Hg-Xe ランプ、青色発光ダイオードラ
ンプを用い、メチレンブルー分解実験を行った。メチレンブルーの分解量から量子収率を計算した。
　固相反応法（７００[℃]、48[h]焼成、大気雰囲気下）でBi と Ba,Ca,Sr,Mg の複合酸化物を作製する
事が出来た。　Bi とMgの複合酸化物は報告例が無かったが、合成が可能であり、可視光領域の光
によって活性を示す事が分かった。　同一条件で焼成した場合、可視光領域での光触媒活性は
Sr>Ba>Ca>Mgの順であり、 Ba と Biの複合酸化物にKを加えると結晶構造内にKが入り、可視光領
域において、光触媒活性が向上する。活性向上のための割合は、5%が最適である事が分かった。

